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１． はじめに 

高齢者は老化に伴って生活自立度が低下しやすいとい

った特徴があり，高齢者の QOL の維持や向上は大きな課

題である．厚生労働省からは「地域包括ケアシステム」

の必要性も報告されている[1]．しかし，従来の地域社会

の若年層を中心とした高齢者の支援活動が十分に実施で

きなくなってきている現状がある． 

また，高齢者は加齢により認知症発症の危険性が高く

なるが，認知症の初期段階であれば，投薬治療によって

症状の進行を遅らせることが可能であると報告されてい

る．しかし，一般的な認知症の初期評価は，改定長谷川

式簡易知能評価スケールなどを用いた対面式の調査が主

流であり，多くの高齢者の評価を長期的に実施すること

は難しいと考えられる． 

そこで我々は，高齢者に情報システムを長期に渡って

利用してもらい，その利用記録を高齢者の生活支援や認

知症の早期発見に役立てることを目指している．平成 25

年 9月より仙台市内のプレハブ仮設住宅において，高齢者

と周囲の人々のコミュニケーションを支援する I-ReCSS

（Inter-REsidential Communication Support System）による

実証実験を実施する．この実証実験は，情報システムに

よる認知症の評価尺度確立に必要となる解析用の高齢者

の生活様式のデータ収集と，情報システムによる見守り

活動の評価を目的としている． 

2 ．I-ReCSS概要 

認知症の初期段階では IADL機能の低下や生活リズムの

乱れが発生することが報告されており[2]，本実証実験で

はこれらの乱れを高齢者によるタブレット型端末の利用

記録から検出することを試みる．これまでに高齢者がタ

ブレット型端末を利用できること，高齢者の生活リズム

を端末の利用記録から再現できることを，平成 23 年度の 

図 1. I-ReCSS 全体像 

実証実験によって既に明らかにしている[3]．また，高齢

者が周囲の人の働きかけによって ICTの楽しさを知ること

で関心や利用意欲をもつという報告がなされている[4]．

そこで，高齢者がタブレット型端末を長期的に利用する

ために，I-ReCSS に対して「楽しさ」や「安心感」に繋が

る機能を実装することで利用意欲の向上を目指した． 

3．コミュニケーション支援システム I-ReCSS 

3.1 システム概要 

I-ReCSS はクライアントサーバ形式で構成される（図

1）．クライアントとサーバ間の通信には，低価格の 3G

回専用の SIMカードを利用しており，通信速度は 128kbps

である．クライアントとサーバ間の通信は，http+TLS に

よって暗号化することで安全性を確保している． 

クライアントは高齢者が利用する Android端末上に実装

された生活支援アプリケーションであり，この利用記録

がサーバのデータベースに蓄積される．サーバシステム

は Linux を中心としたオープンソースで構成されている

（表 1）．I-ReCSS はアカウント情報を管理する機能を基

盤とし，高齢者の生活支援アプリケーションの利用記録

を管理する機能と，見守り活動の支援機能で構成されて

いる．特に見守り活動の支援機能は，一般的な Web アプ

リケーションとして機能を提供する． 

3.2 生活支援アプリケーション概要 

生活支援アプリケーションを開発するにあたり，操作

性の簡易化や通信速度の制限（128kbps）を考慮し，高齢

者に提供する機能（表 2）を実装した．操作性の簡易化で

は，ボタンのみで操作ができることや，画面遷移の階層

を最大で 4回とすること，操作キャンセル用のボタンで常

にホーム画面に戻れるような配慮を施した．通信速度の

制限では，コミュニケーションをテキストベースによる

メッセージを中心とすることや，写真などの画像データ

をサーバ側でサイズを縮小してから配信する機能を実装

している．I-ReCSS では，高齢者がこれらの機能を利用し

た際の記録（表 3）を収集し，認知症の早期発見に向けた

解析や見守り活動の支援に用いる． 

3.3 生活リズムの取得 

認知症の症状では睡眠障害や閉じこもりなどの症状が

みられることから，日常生活状態の報告機能には，「起

床」「就寝」「外出」を報告する機能を実装した．この

報告から高齢者の生活リズムを長期的にモニタリングす

る．「就寝」報告と「外出」報告の直後には，それぞれ 3† 東北学院大学 大学院 人間情報学研究科 
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分と 30 分の間，報告のキャンセルが可能な画面を導入す

ることで，押し間違いなどによる誤報告を防ぐ． 

また，サーバと Android 端末の時刻には常に差異が生じ

ていると想定し，利用記録にはサーバと Android端末の時

刻の誤差のオフセット値を含めることで対応する．しか

し，「就寝」報告は高齢者がその日の生活支援アプリケ

ーションの利用をやめる際に利用するので，正確な就寝

時刻を図ることは難しい．また，「起床」報告において

は，報告時刻に乱れが生じた場合に，報告忘れによる乱

れによるものか，生活リズムの乱れによるものなのかの

判断が難しい．そこで，高齢者に対して事前に利用方法

を十分に説明することや，実際の就寝時刻や起床時刻を

聞き取る調査も並行して実施する． 

3.4 コミュニケーション支援 

I-ReCSS では，高齢者の生活状態の報告機能の他にもメ

ッセージ機能を実装している．高齢者に対するメッセー

ジの送信や，高齢者からの返信の閲覧は Web ページを通

じて実施する．特に高齢者からの返信に関しては，高齢

者がボタン操作のみで返信できるように，メッセージを

送信する側で予め「はい」「いいえ」「わからない」と

いった返答を設定する機能を実装することで，高齢者が

コミュニケーションに参加しやすいように配慮した．ま

た，メッセージに写真などの画像データを添付する際に

は，128kbps の通信速度を考慮し，サーバ側で画像の解像

度を落とす処理をしている．このメッセージは，I-ReCSS

を利用する高齢者に対してブロードキャスト的に送信す

ることも可能となっており，行政や地域の知らせを広範

囲の高齢者に配信することや，地域の高齢者を対象とし

たアンケート調査にも利用できると考えている． 

3.5 見守り活動の支援 

I-ReCSS では，高齢者の利用記録から生活リズムを再現

し，これを見守り活動の支援に利用している．I-ReCSS の

内部では，高齢者の生活リズムを監視するプログラムが

常時稼働しており，このプログラムが異常を検知すると，

見守り活動の実施が必要であることが発報される．また，

高齢者の生活リズムは，Web ページ上でもグラフや一覧

表で確認することが可能となっており，人間の判断によ

って発報を実施することも可能である． 

発報が発生した後の見守り活動実施の流れを図 2で示す．

まず発報に対応できる見守る人は，Web ページから自身

を見守り実施者として登録する．次に，実施者は見守り

活動を実施し，その実施結果の記録を Web ページから入

力する．発報から記録の入力までを一つの見守り活動と

定義し，発報ごとに実施される見守り活動の実施状況を

データベースで管理する．I-ReCSS ではこのような手法を

用いて，複数の見守り人の中から担当者を決定するまで

の意見集約を支援し，また，複数の見守り人による見守

り活動で重要となる履歴の管理や共有を支援している． 

4．まとめ 

現在は I-ReCSSの運用を，仙台市内のプレハブ仮設住宅

において開始した．今後は高齢者のコミュニケーション

支援と共に，高齢者の利用記録を収集していく．また，

メッセージ機能を利用して日常的に高齢者に対してアン

ケートを実施するといった展開も考えている．例えば，

一日の転倒の回数を調査するといったデータ収集も視野 

表 1. I-ReCSS を構成するオープンソース 
OS(Distribution) Linux  3.2.0-4-amd64 SMP Debian 3.2.46-1 

Webコンテナー Apache 2.2.24 + PHP 5.4.4-14 

RDMS PostgreSQL 9.1.9 

表 2. 生活支援アプリケーションの機能一覧 
機能名 概要 

1. 日常生活状態報告機能 
高齢者が「就寝」「起床」「外出」の生

活行動を報告する機能 

2. バイタルデータ報告機能 
高齢者が自身のバイタルデータを報告す

る機能 

3. メッセージ機能 
見守る人から送信されたメッセージを閲

覧し，返信する機能 

4. 画像閲覧・送信機能 
高齢者間や高齢者と見守る人の間の，画

像の送受信を支援する機能 

5. 訪問依頼機能 
高齢者が自らの意思で見守るに見守り活

動の実施を依頼できる 

表 3. 利用記録管理テーブル 
属性情報 概要 

イベント ID イベントの主キー 

高齢者 ID 高齢者のを示す外部キー 

サーバ時刻 
Android 端末で発生したイベントをサーバが受信し

た際の，サーバ内の時刻 

クライアント時刻

（補正無し） 

Android 端末内でイベントが発生した際の，

Android端末内の時刻 

クライアント時刻

（補正有り） 

Android 端末内でイベントが発生した際の，サーバ

内の時刻をもとに補正された時刻 

イベントソース 
イベントが高齢者の操作によるものなのか，システ

ムによるものなのかを表す 

アクション イベントの内容 

オプション 
高齢者が操作した画面の番号やボタンの番号など，

イベントに付属する情報 

図 2. 見守り活動実施手順 

に入れている．今後の発展では，高齢者の買い物支援と

いった，高齢者の包括的な生活支援も視野に入れている． 
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